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防
災
ま
め
知
識

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

エ
ル
ピ
ー

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
回
は
、
ご
家
庭
で
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
チ
ェ
ッ

ク
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
チ
ェ
ッ
ク

　

図
の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

が
鎖
や
金
具
な
ど
で
し
っ
か
り
と
固
定

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
固
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
金
具
な

ど
が
外
れ
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
販

売
店
・
取
扱
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク

　
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
は
、
ガ
ス
の
流
れ
や

圧
力
な
ど
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、

自
動
的
に
ガ
ス
を
遮
断
し
た
り
、
警
告

を
表
示
し
た
り
す
る
機
能
を
も
っ
た
保
安
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
で
す
。
異
常
が
発
生
し
た
場
合

は
、
図
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◉
ガ
ス
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
復
帰
方
法

1
器
具
栓
、
ガ
ス
栓
を
す
べ
て
閉
め
る

2
メ
ー
タ
ー
左
側
に
あ
る
復
帰
ボ
タ
ン
を

押
す
と
「
ガ
ス
止
」
の
文
字
が
消
え
る

3
液
晶
の
文
字
と
赤
ラ
ン
プ
が
１
分
間
程

度
点
滅

4
文
字
と
赤
ラ
ン
プ
が
消
え
、
復
帰
完
了

※
復
帰
し
な
い
場
合
は
、
販
売
店
・
取
扱

店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地

震
な
ど
の
災
害
後
は
、
販
売
店
・
取
扱
店

の
点
検
を
受
け
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

愛・地球博で結ばれた友情　ラオス人民民主共和国との交流
今回は、農業分野などで交流を行っているラオスとの交流をご紹介します。

りの研修を行いました。
　また、平成20年度は、農
業専門家を田原市からサイ
タニー郡に派遣し、現地で
バラの定植を支援しました。
そして今年度は、農業専門
家を３回派遣し、バラ栽培の指導を行いました。

　帰国した研修生たち
は、田原市で学んだ技術
や試験栽培の経験を生
かしながら、きれいなバラ
が咲くように今も努力を重
ねています。
　田原市は、今後も支援
を続けていく予定です。

◉交流のきっかけ
　２００５年に開催された『愛・地球博』で、参加各国と
県内の市町村が交流を深めた「一市町村一国フレン
ドシップ」。田原市の相手国だったことが縁で、ラオス
のサイタニー郡と交流が始まりました。
◉農業研修事業－ラオスにバラを咲かせよう－
　Ｊ

ジ ャ イ カ

ＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）から「草の根
技術協力事業」の委託を受け、田原市では平成19年
度から３年間、ラオスでバラ栽培実現を目指す農業支
援プロジェクトを実施しました。
　平成19・20年度は、サイタニ
ー郡農業事務所職員を２名
ずつ、約４か月間にわたり研
修生として受け入れ、市内の
農家でバラ栽培技術や土づく

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

▼

一面にバラが咲き誇る日を夢見て

鎖止め金具の例

ヒートン型 板型

●長時間使用し
た時または消
し忘れた時

A C
ガス止

●大量にガスが
漏れた時

C
ガス

●ゴム管や配管に
ヒビがあった時

※微妙な漏れが30
日以上続いた場
合、警告を表示

B

●地震が発生し
た時など

※震度5以上の揺
れで自動的にガ
スを遮断

CB
ガス止

▼

田原市内での研修の様子

▼

サイタニー郡で栽培指導
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